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 最終試験は 2 月 18 日に行われ、審査委員一同出席の下、学生に対して博士論文の内容について
最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。また、専門知識については、公開発
表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分である、と審査委員一同で確
認した。 
 本論文は、主として英語論文の概念分析に基づいており、英語による論文要旨の内容からも、英
語の学力は問題ないと判断した。 
 学位審査基準となる学術論文については、単著論文（小宮山（旧姓：天野）陽子「内部環境概念
からホメオスタシス概念への展開―ベルナール、ホールデン、ヘンダーソン、そしてキャノン」『生
物学史研究』第 90号、27-49頁、2014年）として一編が公表されており、かつ、その論文が、第
10回（2015年度）日本科学史学会論文賞を受賞したことも確認した。 
 また、合同セミナーについては、既定の学習時間および出席回数を満たしていること、ならびに、
大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 以上から、当該学生について、博士論文審査、最終試験ともに「合格」と判定した。 
